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NOMADOC の精神である何事にもとらわれない、新しい時代の寵児となることをわたし

たちは、自分たちの為のみならず、ひいては馬の業界にいる人々の心 のよりどころにな

るべく、日々切磋琢磨して精進したいと願っています。  
自分のクオリティーを高め、実のなる木になろう。きっと馬を中心に楽しいことができる

ことを信じて、今日を生きています。 
  

【参考資料】 

 
国際馬術連盟 獣医規程 第９版（2002 年 1 月 FEI 施行） 
（2004/06/24・一部改訂抜粋） 
 

馬スポーツ憲章 

 
  1.. すべての馬術スポーツにおいて、馬は最も重要な存在として扱わなければならない。 
 
  2.. 馬のウェルフェアは、生産者、トレーナー、騎乗者、所有者、馬購入仲介人、競技会     

の主催者、後援者、役員などがいかなる要求よりも、優先されなければならない。 
 
  3.. 馬の取扱いや獣医学的治療は、馬の健康とウェルフェアを守るために実施されなけれ 

ばならない。 
 
  4.. 栄養、健康、衛生設備、安全面における常に高い水準の環境を奨励し、維持しなくて

はならない。 
 
  5.. 馬を輸送する時には、適切な換気、飼料、飲料水、そして馬の健康を維持できる環境

を整えなければならない。 
 
  6.. 馬のウェルフェアのためには、騎乗者の健康と技術は欠くことのできないものである。 
 
  7.. いかなる騎乗法あるいは調教法においても、馬が生き物であることを考慮すべきであ

り、FEI が虐待とみなす行為は決して行ってはならない。  
 
  8.. 馬の健康とウェルフェアに関する馬術競技の国内・国際諸規程は、国内・国際競技会

の期間中に限らず、調教時にも尊重されなければならない。競技に関する諸規程は、馬の

ウェルフェアを保証するために常に見直さなければならない。 
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１．施設建設の目的 

  

競馬そのものからのファン離れが指摘される中、乗馬人口の緩やかな増加傾向、生産地

を訪れる観光客の増加など、馬を愛する人々は、脈々と存在していることに着目し、馬へ

の情熱を持ち続ける有能な関係者の人脈を生かし、競馬関係者・馬術関係者を問わず、双

方の融合を図り、‘メンタル強化’をすることで、馬と人の関係がより親密になろうとす

る、我が国にはこれまでになかった次世代のステージを構築してゆきます。 

 

競馬の歴史が３００年以上にもおよぶイギリスにおいて、サラブレッドの生産頭数が

5,000 頭余りにもかかわらず、平地・障害競走と多くの競馬の開催を実施し続けている根

源には、‘メンタル強化’に欠かせない自然の中での調教があることは、あまりにも有名

です。（ニューマーケットの丘）生産頭数が 4,000 頭余りのフランスでは森林の木の陰か

ら馬が現れます。（シャンティーの森）従来の我が国での調教は往々にして生産頭数が

33,000 頭にも上るアメリカを手本にしてきたせいか、競走馬の厩舎といえば、競馬場に隣

接しているか、トレーニングセンターにあるものと決まっています。馬場の中だけでの調

教を受けておるわけです。 

 

1981 年(昭和 56 年)に創設されたジャパンカップ競走を皮切りに、我が国の競馬は国際

化と競馬一流国入りを目指してまいりました。国際化には痛みも付きものでしたが、しか

しこの２十数年間、関係者の甚大なご努力の結果、ステージは次々と昇級し、家畜改良と

いう点では近代稀にみる飛躍であったと周知されています。同時にＪＲＡ競走馬総合研究

所では、年度ごとにテーマをしぼり、長年にわたり多額の費用をかけ、馬の福祉向上のた

めに研究努力を重ねてこられました結果、獣医学的な知見は進歩し飛躍的な向上をとげま

した。 

 

馬への福祉は競馬だけではなく、すでに馬術の世界では最も尊重されるものとして憲章

が掲げられております。しかしながら馬を使役する際の常識的基準というものには常に判

定の難しさや、個人の価値観の違いも少なからず影響を与えますので、馬への福祉の向上

には、関係者の学習や環境整備が最も必要不可欠となってまいります。ひいては近未来馬

関係者の社会的地位の向上を確立することで、さらなるステージの昇級が可能となるので

はないでしょうか。 

ノマドック競走馬リハビリセンターでは、従来 JBBA 日本軽種馬協会や日高軽種馬共同

育成公社、BTC 軽種馬育成調教センターなどで実施され優秀な修了生を送り出している、

育成技術者研修を模範にして、馬の臨床獣医師の技術の向上を目指した研修制度を確立し

ます。 

 

技術的な進歩を生かすことで、息の長い競走生活をおくる馬が増えれば、馬を愛するフ
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ァンにとってはそういった馬への愛着が増し、競馬からのファン離れにも歯止めをかける

ことになります。また愛着ある馬を中心にした観光を目的に北海道を訪問してもらえるよ

う、サラブレッド銀座を代表とする唯一無二の牧歌的風景の遺産を、後世に残していかな

ければなりません。 

多くの競走馬の引退後は、乗用馬への用途変更である。実際ホーストレッキングに使役

していることそのものが馬へのリハビリ効果が大きいことが、またストレス解消効果が、

山登りによって良質な筋肉を作る効果があることがわかってきました。 

美しい田園風景の中に溶け込む調教のあり方こそ、競走生活に疲れた馬たちを癒してあ

げることができる、治療とリハビリのための環境なのです。 

 

 

２．施設の必要性 

 この平成１７年から５年間の措置として、農林水産省および JRA の生産対策が実施され

る。生産振興事業とは総額１６９億円を投じて、優良軽種馬生産の法人化・大規模化・集

約化と、供給縮小のために廃業生産農家に対し、他農業への転化・安定を推し進めるもの

である。 

 今やこの５年のうちに、軽種馬生産の産業の下に生業を営む者、獣医師や装蹄士、馬具

やさんなどなどの、顧客である牧場の形態がすっかり様変わりしてしまうというのである。 

 獣医師とて例外なく、需要数以上には必要がなくなり、馬の頭数がたくさんいる大手牧

場ほど、お抱え獣医師を雇用しはじめ、すでに過去１０年のあいだそういった動きが見ら

れたものが、加速度的に進むのである。往診して看る馬の絶対頭数は激減することが予想

される。 

 NOMADOC では、過去から現在にわたって積み重ねてきた豊富な経験を基に、獣医師の革

命児となり、この生産対策に対応していこうと考える。 

 薬局を含む馬のための総合病院建設。リハビリ施設としての類似施設は、数多くはなく、

道内でははじめて、歯科・口腔外科・耳鼻咽喉科・整形外科・外科・内科・リハビリ科・

スポーツ栄養科の機能を備えた総合病院としては、日本国内でははじめてになろう。 

 薬局部門では、一般に広く顧客を求め、わけても日高管内の獣医師の購買に期待する。

かつて旧ホシ伊藤（株）現アグロジャパンの薬品管理倉庫が静内町にあり、欲しい薬が即

日手に入ったものだが、在庫管理の難しさから撤退し、今では札幌からの取り寄せ、もし

くは使用される頻度の少ない薬にいたっては、数日から数週間後まで待たないと手に入ら

ない、というものまであるのが実情である。使用される頻度の多い薬には、大量仕入れに

よる低コスト化により、末端価格の低い設定ができる可能性があり、期待される。 

 現在では現役競走馬がゆっくりと休養できる施設は少なく、放牧目的であれ、休養に入

るそのほとんどが、慌しく未来の競走馬を育てている、若駒の為のトレーニングセンター
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の内である。 

平均在厩日数が５ヶ月ともなる休養競走馬には、各馬が精神的に充足感を抱くことが必

要である。休養競走馬だけの施設であれば、森林の中を散歩したり、違う景色を見たりす

ることで気分転換ができるので、さらに馬がリラックスしやすくなる。大人の馬の空間に

いることになる。また、故障した馬だからといって、‘舎飼い’と呼ばれる、3.6 メートル

四方そこそこしかないボックスの中で何週間、何ヶ月もすごさせられることは、馬にとっ

て大きな精神的苦痛を味わうことになる。だから故障した馬を‘舎飼い’にしたりしない

でリハビリ運動をする。水の浮力を利用した機器やプールを使うことは、すでに JRA の馬

の温泉などで実証されていることだ。 

 「勝つ可能性があって、しかも、意欲がある馬」に「馬が好きで、すべての馬を一様に

扱うのではなく、それぞれの個性を理解する優秀なスタッフ」がリハビリにあたれば、故

障した馬も華々しく復活し、馬主に多くの富を与え、また「無事これ名馬」は多くのファ

ンが愛してやまないであろう。 

３．施設の特徴 

 ①フィールドワーク：絵のように美しい木立ちの中をいく 

           自然の坂道 

           でこぼこ・砂利道 

           川渡り 

           乗馬部門で日々エンデュランス競技のトレーニングを積み、何事

にも動じないリードホースが帯同する 

 

 

 ②リラックス：オアシスのような存在 

        すべらない安全で、消臭ユニットつきの快適な厩舎生活 

        一頭一頭を検査したデーターから食事メニューが決まる 

        漢方薬による処方食で体質の改善 

        ハーブで嗜好性を高める 

 

 ③リハビリトレーニング：歩行運動・速足運動を中心に最新機器を利用 

             マッサージ・鍼灸の処方 

             CR・内視鏡・超音波などのコンピューター医療支援管理シス

テム 

 

 ④プロの眼：「プロ中のプロ」技術の切磋琢磨 

       専門家間で連携を図り、一頭一頭をベストな状態でケアできる体制づくり 
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４．計画のスケジュール 

１７年度    立案 

１８年度    着工⇒完成  運営開始 

 

 

５．施設概要 

①施設名称：農業生産法人 ノマドック競走馬リハビリセンター 

②所在地：新冠町 節婦・古岸・明和 

③敷地面積：リハビリセンター 約５０ha 

      古岸 ２０ha 

      明和 約１０ha 

④施設面積：リハビリセンター厩舎 約１０ha と町有林 

明和厩舎 約５ha とアクマップ道有林 

⑤馬場：ノマドックトラック 全周 １２００ｍ 

フィールドコース 全長 約１５０００ｍ 

町有林林間コース 約５０００ｍ 

アクマップ道有林林道 約１００００ｍ 

坂路コース（最大勾配３％） 全長 ６５０ｍ 

⑥馬房数：６０馬房 
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⑦従業者数：獣医師 ２名 

調馬看護士 ３名～８名 

薬剤師 ０名～１名 

医療管理事務員 １名 

農務・農機具管理員 １名 

炊事・給仕担当 １名 

乗馬トレッキングガイド １名 

サービス営業マン ０名～１名 

合計予定数：９人～１６人 

⑧その他施設：診療所（高度先進治療・リハビリ） 

ウォーキングマシーン３基 

アエロホース（ウォータートレッドミル）１基 

トレッドミル１基 

馬洗い場・洗濯・馬乾燥室つきトレッドミル厩舎 

パドックつき厩舎（２０・２０・１０・１０馬房） 

超微細クラスター消臭ユニット（全厩舎） 

寝づまり予防セーフティーストライプ（全馬房） 

天井吊り赤外線ヒーター（全馬洗い場・馬具庫他）飼料庫・

馬具庫・車両保管庫 
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ミーティング・カンファレンスルーム 

薬剤医療支援システム管理総合事務所 

寝台つき５頭積み低床馬運車 

従業員用コンドミニアム 

など 

⑨二次計画構想：馬の温泉 

        手術室 

        ＭＲＩ導入 

        高圧酸素ルーム 

明和厩舎増築（１０馬房⇒２０馬房） 
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６．開業時所要資金  

                     （単位：千円） 

項 目 金 額 内 容 

１．建物関係 １９６，８５０  

２．機械器具 ４５，０００  

３．馬場工事費    ８，０００  

４．医療器具   ３０，３５０  

５．事務機器    ８，３００  

６．馬  具    ６，８００  

７．薬剤管理具    ２，５００  

８．開業運転資金   ４２，６００  

合   計 ３４０，４００  

 

７．資金調達計画 

                            （単位：千円） 

項 目 金 額 利率 備考 

１．自己資金 ５０，０００   

２．助成金等 １５０，０００   

３．借 入 金 １４０，４００ ３％ 15 年均等償還 

４．そ の 他   

合   計 ３４０，４００   

 

 



８．収支計画―１                  （単位：千円） 

項  目 初年度 ２年度 ３年度 ４年度以降 

入院頭数 20 頭 12 ヶ月 30 頭 12 ヶ月 40 頭 12 ヶ月 50 頭 12 ヶ月 

売上高 ６７，２００ １００，８００ １３４，４００ １６８，０００

売上原価 １９，２００ ２８，８００ ３８，４００ ４８，０００

売上総利益 ４８，０００ ７２，０００ ９６，０００ １２０，０００

役 員 報 酬 １２，０００ １２，０００ １５，６００ １５，６００

人 件 費 等 １８，６００ ２７，６００ ３３，６００ ３９，６００

地 代 家 賃 ７，２５０ ７，２５０ ７，２５０ ７，２５０

水道光熱費 ２，９００    ２，９００  ２，９００ ２，９００

リ ー ス 料 ３００     ３００    ３００ ３００

消 耗 品 ４８０   ２，４８０  ５，４８０ ５，４８０

通 信 費 ７６８     ７６８    ７６８ ７６８

旅費交通費 ７２０     ７２０    ７２０ ７２０

車 両 費 １，４８６   ３，４８６  ４，４８６ ４，４８６

広告宣伝費 ２５９     ２５９    ２５９ ２５９

諸 会 費       ０       ０      ０ ０

減価償却費 １７，３４９  １７，３４９ １７，３４９ １６，５９９

租 税 公 課 ５００ ２，２００  ３，０００  ３，５００

保 険 料 ３５１     ３５１    ３５１ ３５１

その他経費 ２，７００   ３，７００  ５，７００ ５，７００

 

 

 

 

 

販

売

費 
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一

般

管

理

費 

雑  費 １，９００   １，９００  １，９００ １，９００

販・管費計 ６７，５６３ ８３，２６３ ９９，６６３ １０５，４１３

営 業 利 益 △１９，５６３ △１１，２６３ △３，６６３ ９，４８７

支 払 利 息 ４，２１２ ４，２１２ ３，９３１ ３，６５０

税引前利益 △２３，７７５ △１５，４７５ △７，５９４ １０，９３７

法 人 税 等   

当 期 利 益 △２３，７７５ △１５，４７５ △７，５９４ １０，９３７

（同上累計） △２３，７７５ △３９，２５０ △４６，８４４ △３５，９０７

償 却 費 １７，３４９ １７，３４９ １７，３４９ １６，５９９

返 済 財 源 △６，４２６ １，８７４ ９，７５５ ２７，５３６

（同上累計） △６，４２６ △４，５５２ ５，２０３ ３２，７３９

返 済 額  ９，３６０ ９，３６０ ９，３６０

再 投 資   ３５，３４２

借入金残高 １４０，４００ １３１，０４０ １２１，６８０ １１２，３２０

資 金 残 高 ３６，１７４ ２８，６８８ ２９，０８３ １１，９１７
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収支計画―２                   （単位：千円） 

項  目 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度以降 

入院頭数 50 頭 12 ヶ月 50 頭 12 ヶ月 50 頭 12 ヶ月 50 頭 12 ヶ月 

売上高 １６８，０００ １６８，０００ １６８，０００ １６８，０００

売上原価 ４８，０００ ４８，０００ ４８，０００ ４８，０００

売上総利益 １２０，０００ １２０，０００ １２０，０００ １２０，０００

役 員 報 酬 １５，６００ １５，６００ １５，６００ １５，６００

人 件 費 等 ３９，６００ ３９，６００ ３９，６００ ３９，６００

地 代 家 賃 ７，２５０ ７，２５０ ７，２５０ ７，２５０

水道光熱費 ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００

リ ー ス 料 ３００ ３００ ３００ ３００

消 耗 品 ５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００

通 信 費 ７６８ ７６８ ７６８ ７６８

旅費交通費 ７２０ ７２０ ７２０ ７２０

車 両 費 ４，４８６ ４，４８６ ４，４８６ ４，４８６

広告宣伝費 ２５９ ２５９ ２５９ ２５９

諸 会 費 ０ ０ ０ ０

減価償却費 １６，５９９ １５，３７５ ９，５７８ ９，５７８

租 税 公 課 ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００

保 険 料 ３５１ ３５１ ３５１ ３５１

その他経費 ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００

 

 

 

 

 

販

売

費 

一

般

管

理

費 

雑  費 １，９００ １，９００ １，９００ １，９００

販・管費計 １０５，４１３ １０４，１８９ ９８，３９２ ９８，３９２

営 業 利 益 １４，６８７ １５，８１１ ２１，６０８ ２１，６０８

支 払 利 息 ３，３６９ ３，０８９ ２，８０８ ２，５２７

税引前利益 １１，３１８ １２，７２２ １８，８００ １９，０８１

法 人 税 等  ３，４６６ ９，５４０

当 期 利 益 １１，３１８ １２，７２２ １５，３３４ ９，５４１

（同上累計） △２４，５８９ △１１，８６７ ３，４６７ １３，００８

償 却 費 １６，５９９ １５，３７５ ９，５７８ ９，５７８

返 済 財 源 ２７，９１７ ２８，０９７ ２４，９１２ １９，１１９

（同上累計） ６０，６５６ ８８，７５３ １１３，６６５ １３２，７８４

返 済 額 ９，３６０ ９，３６０ ９，３６０ ９，３６０

再 投 資   

借入金残高 １０２，９６０ ９３，６００ ８４，２４０ ７４，８８０

資 金 残 高 ３０，４７４ ４９，２１１ ６４，７６３ ７４，５２２
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９. 二次計画の収支計画-１・（５年～８年度）       （単位：千円） 

項  目 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度以降 

入院頭数 10 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 

売上高 ３３，６００ ６７，２００ ６７，２００ ６７，２００

売上原価 ９，６００ １９，２００ １９，２００ １９，２００

売上総利益 ２４，０００ ４８，０００ ４８，０００ ４８，０００

役 員 報 酬   

人 件 費 等 １０，５００ １０，５００ １０，５００ １０，５００

地 代 家 賃   

水道光熱費 ２，３００ ２，３００ ２，３００ ２，３００

リ ー ス 料   

消 耗 品 １，３４２ １，３４２ １，３４２ １，３４２

通 信 費   

旅費交通費   

車 両 費   

広告宣伝費   

諸 会 費   

減価償却費 ２５，９５１ ２５，９５１ ２５，９５１ ２５，９５１

租 税 公 課 １，５００ ２，７００ ２，７００ ２，７００

保 険 料 ３００ ３００ ３００ ３００

その他経費 １，０００ ２，０００ ２，０００ ２，０００

 

 

 

 

 

販

売

費 

一

般

管

理

費 

雑  費   

販・管費計 ４２，８９３ ４５，０９３ ４５，０９３ ４５，０９３

営 業 利 益 △１８，８９３ ２，９０７ ２，９０７ ２，９０７

支 払 利 息 ４，２９０ ４，００４ ３，７１８ ３，４３２

税引前利益 △２３，１８３ △１，０９７ △８１１ △５２５

法 人 税 等   

当 期 利 益 △２３，１８３ △１，０９７ △８１１ △５２５

（同上累計） △２３，１８３ △２３，７６９ △２４，５８０ △２５，１０５

償 却 費 ２５，９５１ ２５，９５１ ２５，９５１ ２５，９５１

返 済 財 源 ２，７６８ ２４，８５４ ２５，１４０ ２５，４２６

（同上累計） ２，７６８ ２７，６２２ ５２，７６２ ７８，１８８

返 済 額 ９，５３３ ９，５３３ ９，５３３ ９，５３３

再 投 資   

借入金残高 １３３，４６７ １２３，９３４ １１４，４０１ １０４，８６８

資 金 残 高 △６，７６５ ８，５５６ ２４，１６３ ４０，０５６
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二次計画の収支計画-２・（９年～１２年度）        （単位：千円） 

項  目 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度以降

入院頭数 20 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 20 頭 12 ヶ月 

売上高 ６７，２００ ６７，２００ ６７，２００ ６７，２００

売上原価 １９，２００ １９，２００ １９，２００ １９，２００

売上総利益 ４８，０００ ４８，０００ ４８，０００ ４８，０００

役 員 報 酬   

人 件 費 等 １０，５００ １０，５００ １０，５００ １０，５００

地 代 家 賃   

水道光熱費 ２，３００ ２，３００ ２，３００ ２，３００

リ ー ス 料   

消 耗 品 １，３４２ １，３４２ １，３４２ １，３４２

通 信 費   

旅費交通費   

車 両 費   

広告宣伝費   

諸 会 費   

減価償却費 ２５，９５１ ２５，７１０ １４，０８５ １４，０８５

租 税 公 課 ２，７００ ２，７００ ２，７００ ２，７００

保 険 料 ３００ ３００ ３００ ３００

その他経費 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，０００

 

 

 

 

 

販

売

費 

一

般

管

理

費 

雑  費   

販・管費計 ４５，０９３ ４４，８５２ ３３，２２７ ３３，２２７

営 業 利 益 ２，９０７ ３，１４８ １４，７７３ １４，７７３

支 払 利 息 ３，１４６ ２，８６０ ２，５７４ ２，２８８

税引前利益 △２３９ ２８８ １２，１９９ １２，４８５

法 人 税 等   １，２１６

当 期 利 益 △２３９ ２８８ １２，１９９ １１，２６９

（同上累計） △２５，３４４ △２５，０５６ △１２，８５７ △１，５８８

償 却 費 ２５，９５１ ２５，７１０ １４，０８５ １４，０８５

返 済 財 源 ２５，７１２ ２５，９９８ ２６，２８４ ２５，３５４

（同上累計） １０３，９００ １２９，８９８ １５６，１８２ １８１，５３６

返 済 額 ９，５３３ ９，５３３ ９，５３３ ７６，２６９

再 投 資   

借入金残高 ９５，３３５ ８５，８０２ ７６，２６９ ０

資 金 残 高 ５６，２３５ ７２，７００ ８９，４５１ １３，１８２
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10．二次計画・所要資金  

                     （単位：千円） 

項 目 金 額 内 容 

１．建物関係 ２５４，０００  

２．馬場工事費 ７，０００  

３．医療器具    ７０，０００  

４．事務機器   ７，５００  

５．馬  具    １，３４２  

６．車  両    ６，８００  

合   計 ３５３，３４２  

 

11. 二次計画・資金調達計画 

                            （単位：千円） 

項 目 金 額 利率 備考 

１．自己資金 ３５，３４２  手持ち資金充当 

２．助成金等 １７５，０００  事業費の５０％ 

３．借 入 金 １４３，０００ ３％ 15 年均等償還 

４．そ の 他   

合   計 ３５３，３４２   

 

・二次計画の所要資金の１０％は、手持ち資金を充当する。 

 ・二次計画の所要資金の５０％は、当核助成金を利用し、不足分を借入金とし、 

金利３％、１５年均等償還とする。 

 ・一次計画の４年度で、二次計画の自己資金を３５，３４２千円充当しているので、 

   資金残高が当初計画（Ｂ案）より減少している。 
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12．収支の内訳（一次計画） 

収入の部 

①飼葉賃売上高： 

初年度２０頭×180,000 円×１２ヶ月＝43,200,000 円 

２年度３０頭×180,000 円×１２ヶ月＝64,800,000 円 

     ３年度４０頭×180,000 円×１２ヶ月＝86,400,000 円 

     ４年度以降５０頭×180,000 円×１２ヶ月＝108,000,000 円 

 

②リハビリ売上高： 

     初年度２０頭×50,000 円×１２ヶ月＝12,000,000 円 

     ２年度３０頭×50,000 円×１２ヶ月＝18,000,000 円 

     ３年度４０頭×50,000 円×１２ヶ月＝24,000,000 円 

     ４年度以降５０頭×50,000 円×１２ヶ月＝30,000,000 円 

 

③治療売上高： 

     初年度２０頭×50,000 円×１２ヶ月＝12,000,000 円 

     ２年度３０頭×50,000 円×１２ヶ月＝18,000,000 円 

     ３年度４０頭×50,000 円×１２ヶ月＝24,000,000 円 

     ４年度以降５０頭×50,000 円×１２ヶ月＝30,000,000 円 

 

支出の部 

①仕入れ原価（餌・藁その他費用） 

          餌・月 50,000 円 藁費用・月 10,000 円 医薬品・月 20,000 円 

初年度２０頭×80,000 円×１２ヶ月＝19,200,000 円 

     ２年度３０頭×80,000 円×１２ヶ月＝28,800,000 円 

     ３年度４０頭×80,000 円×１２ヶ月＝38,400,000 円 

     ４年度以降５０頭×80,000 円×１２ヶ月＝48,000,000 円 

 

②人件費 

調馬看護士    250,000 円*３名～８名＝750,000～2,000,000 円 

薬剤師         300,000 円*０名～１名＝0～300,000 円 

医療管理事務員     200,000 円*１名   ＝200,000 円 

農務・農機具管理員   200,000 円*１名   ＝200,000 円 

炊事・給仕担当     200,000 円*１名   ＝200,000 円 

乗馬トレッキングガイド 200,000 円*１名   ＝200,000 円 

サービス営業マン    200,000 円*０名～１名＝0～200,000 円 

合計   1,550,000～3,300,000 円*12 ヶ月＝18,600,000～39,600,000 円 
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③水道光熱費 

電気・水道・ガス⇒ 200,000 円*12 ヶ月＝2,400,000 円 

     灯油⇒ 100,000 円*5 ヶ月＝500,000 円 

 

④リース料 

     コピー機＆FAX⇒ 25,000 円*12 ヶ月＝300,000 円 

 

⑤消耗品 

     馬具類⇒ 5,000,000 円（２～３年目以降） 

     事務用品⇒ 40,000 円*12 ヶ月＝480,000 円 

 

⑥通信費 

電話・携帯電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ⇒ 62,000 円*12 ヶ月＝744,000 円 

(内訳：電話＞10,000 携帯電話＞15,000*3 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ＞7,000） 

切手・郵便⇒ 2,000 円*12 ヶ月＝24,000 円 

 

⑦旅費 

     営業旅費（出張）⇒ 50,000 円*12 ヶ月＝600,000 円 

     その他旅費⇒ 10,000 円*12 ヶ月＝120,000 円 

 

⑧車輌費 

     軽油⇒ 30,000 円*12 ヶ月＝360,000 円 

     修理・車検⇒ 4,000,000 円（２～３年目以降） 

     税金⇒ 270,000 円 

     保険⇒ 180,000 円 

 

⑨広告宣伝費 

     ＤＭ・報告書（写真）・広告⇒ 21,600 円*12 ヶ月＝259,200 円 

 

⑩諸会費 

     なし 

 

⑪租税公課 

     固定資産税・消費税⇒ ２年目以降 

     取得税⇒ 500,000 円位？ 

⑫保険料 

     火災・地震保険⇒ 50,000 円*6 ヶ月＝300,000 円 

     獣医師保険（賠償）⇒ 17,100 円*３名＝51,300 円 
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⑬その他 

     修理（建物）⇒ 1,000,000 円（３年目以降） 

     砂代⇒ 2,000,000 円（２～３年目以降） 

     不凍用塩・虫除け⇒ 500,000 円 

     牧柵⇒ 1,000,000 円 

     検査代⇒ 一頭 5,000 円*20 頭*12 ヶ月＝1,200,000 円 

 

⑭雑費 

     交際費（接待）⇒ 50,000 円*12 ヶ月＝600,000 円 

     交際費（冠婚葬祭）⇒ 400,000 円  

     新聞・図書⇒ 25,000 円*12 ヶ月＝300,000 円 

     運賃⇒ 30,000 円*12 ヶ月＝360,000 円 

     その他⇒ 20,000 円*12 ヶ月＝240,000 円 

 

⑮減価償却費内訳 

   

項  目 取得額（千円） 減価償却費 

 

建物関係 

馬場工事費 

医療器具 

事務機器 

馬  具 

薬剤管理具 

 

１９６，８５０

  ８，０００

 ３０，３５０

  ８，３００

  ６，８００

  ２，５００

 

２０年・  8,858,000 

１０年・    720,000 

６年・  4,552,000 

６年・  1,245,000 

５年・  1,224,000 

３年・    750,000 

合   計 17,349,000 

 

 

⑯法人税等の税率を５０％とした。 
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13．収支の内訳（二次計画） 

収入の部 

①飼葉賃売上高： 

５年度１０頭×180,000 円×１２ヶ月＝21,600,000 円 

６年度以降２０頭×180,000 円×１２ヶ月＝43,200,000 円 

 

②リハビリ売上高： 

     ５年度１０頭×50,000 円×１２ヶ月＝6,000,000 円 

     ６年度以降２０頭×50,000 円×１２ヶ月＝12,000,000 円 

      

③治療売上高： 

     ５年度１０頭×50,000 円×１２ヶ月＝6,000,000 円 

     ６年度以降２０頭×50,000 円×１２ヶ月＝12,000,000 円 

      

支出の部 

①仕入れ原価（餌・藁その他費用） 

          餌・月 50,000 円 藁費用・月 10,000 円 医薬品・月 20,000 円 

５年度１０頭×80,000 円×１２ヶ月＝9,600,000 円 

     ６年度以降２０頭×80,000 円×１２ヶ月＝19,200,000 円 

      

②人件費 

獣医師         250,000 円*２名＝500,000 円 

医療管理事務員     200,000 円*１名＝200,000 円 

パートタイマー     時給 700 円*５時間*２名*２５日間＝175,000 円 

合計 875,000 円*12 ヶ月＝10,500,000 円 

③水道光熱費 

電気・水道・ガス⇒ 150,000 円*12 ヶ月＝1,800,000 円 

     灯油⇒ 100,000 円*5 ヶ月＝500,000 円 

 

⑤消耗品 

     馬具類⇒ 1,342,000 円 

 

⑥租税公課 

     ５年度以降固定資産税⇒ 300,000 円 

     ４年度取得税⇒ 300,000 円 

     ５年度消費税⇒ 1,200,000 円 

     ６年度以降消費税⇒ 2,400,000 円 
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⑦保険料 

     火災・地震保険⇒ 50,000 円*6 ヶ月＝300,000 円 

      

⑧その他 

     ６年度以降修理（建物）⇒ 1,000,000 円 

     ５年度以降不凍用塩・虫除け⇒ 500,000 円 

     ５年度以降牧柵⇒ 500,000 円 

 

 

⑮減価償却費内訳 

   

項  目 取得額（千円） 減価償却費 

 

建物関係 

馬場工事費 

医療器具 

事務機器 

馬  具 

車  輌 

 

２５４，０００

  ７，０００

 ７０，０００

  ７，５００

  １，３４２

 １３，５００

 

２０年・  11,430,000 

１０年・    630,000 

６年・  10,500,000 

６年・  1,125,000 

５年・   241,560 

６年・  2,025,000 

合   計 25,951,560 

 

 

⑯法人税等の税率を５０％とした。 
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14．類似施設一覧 

名  称 所 在 地 内  容 

グリーンウッド

トレーニング 

 

滋賀県甲賀市甲南町 

運営会社：（株）グリーンウッ

ドパーク 

馬房数２００馬房 

面積：279,681 ㎡ 

ウォーキングマシン８基・診療室 

www8.ocn.ne.jp/~gwood/gaiyou.htm 

ＪＲＡ・競走馬

総合研究所常磐

支所「馬の温泉」 

福島県ときわ市常磐白鳥

町 

温泉施設・放牧場・ウォータートレッドミ

ル・プール 

www.equinst.go.jp/JP/onsen/ 

小松温泉牧場 

 

石川県小松市植田町 馬房７棟・７０頭程度 

kore.mitene.or.jp/~renault/komatsu.htm

山元トレーニン

グセンター 

宮城県亘理郡山元町坂元 面積：３７ヘクタール 

育成馬２４４頭（収容能力） 

アエロホース（ウォータートレッドミル）

１基・ウォーキングマシーン１２基 

社台サラブレッ

ドクラブ 

北海道千歳市東丘 面積：２９０ヘクタール 

アエロホース（ウォーターレッドミル）１

基 
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